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多様性社会の中の学校
ーオランダ・イギリスの小学校の取り組みから
北津俊之*
平成22年、筆者は本学教育学科「往還型教育推進チーム」のメンバーの一人として、
オランダ・イギリス両国における教員養成に関する実態調査に同行する機会を得た。本
稿はその一連の調査の中で訪問した 5つの小学校の実情や取り組みを報告するものであ
る。訪れた両国の小学校には、文化や言語の違い、あるいは心身の障がいなど、様々な
パックグラウンドをもっ子どもたちが数多く通学していた。しかしいずれの学校も、こ
れらの「違い」を積極的に認め、支援する文化やシステムを有していることが確認できた。
あわせてこうした特別なニーズのあるなしにかかわらず、子どもたち一人ひとりの興味
関心や学び方に即した学習形態や課外活動が保障される仕組も見ることができた。これ
らは、まさに個の多様性を前提とした共生教育の一つの姿といってもよいだろう。両国
の関係者の話から、このような仕組みづくりが可能な背景には、資金面等、政府主導の
取り組みもさることながら、教員と意識の高い成熟したコミュニティーとの協同体制が
あることが理解できた。
キーワード・多様性・多文化・特別なニーズ・共生教育
はじめに
平成 22年、本学教育学科「往還型教育推進チー
ム」のメンバーは、諸外国の教員養成の実情を
調査する目的で6ヶ国におよぶ海外調査を行っ
た1)。幸いなことに、筆者もチームの一員として
オランダとイギリスの調査に同行する中で、両
国の大学や小学校を見学し、多くの関係者から
お話を伺う機会を得た。本稿はその調査の中か
ら特に小学校に着目し、訪問した 5校の実情を
報告し、若干の考察を加えようとするものであ
る。
両国の小学校を見学して学んだことは多いが、
中でも大いに感銘を受けたのは、子どもたちの
多様性を前提とした学校の在り方であった。文
化や言語、心身の障がいなど、両国の子どもた
ちもまた他の欧米諸国同様に様々なパックグラ
ウンドを抱えていた。それにも関わらず、見学
したいずれの学校にも、そうした差異をそのま
ま認め、受けとめようとする文化とシステムを
認めることができた。これらの姿はグローパル
化を見据えた我が国の学校教育を考える上で参
考となる視点に満ちている。
なお、本稿における各校の基本情報やインタ
ビューの内容は、訪問当時 (2010年9月)のも
のであることをはじめにお断りしておきたい。
1.コミュニティースクールの顔をもっ多彩な活動
とともに(ヘト・ランジャ小学校)
(1 )地域の学校として
ロッテルダムの中心に位置する小学校である。
全8学年で児童数が480名というから、オラン
ダでは大規模校になる。楽しそうな遊具が点在
する大きな公共広場に面し、近隣には二つの小
学校、コミュニティーセンタ一、美術館や博物
館などがある。 30年以上の歴史をもち、その問、
様々なパックグラウンドをもっ子どもたちを積
極的に受け入れてきた。
またコミュニティースクールとしての顔もも
ち、地域と密接に連携をとりながら、芸術やス
ポーツ、レクレーションなど、課外においても
多彩な活動を展開している。
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(2)インタビ、ユーより
学校長であるアルスト (BVan Aa!st)氏にお
話をうかがうことができた。以下にその内容を
まとめて紹介する。
①教育実習の実際
学校には常時8名から 10名の実習生がいると
いう。日本の小学校ではちょっと考えられない
ことだが、オランダの教員にとって実習生がい
るということはごく 普通の状況で、彼らの指導
をすることは自分たちの仕事の一部だと考えて
いるそうだ。基本的にはどのクラスでも実習生
を受け入れるが、例外もある。たとえば教員自
身がまだ経験が浅く、指導することができない
といったケースである。また、クラスの人数に
よって適正な教員の人数も変わってくるので、
そのような状況を踏まえながら、その都度配置
を決めているという 。
実習生は半年ごとに来るのだが、あるクラス
に半年実習生が来たら、そのクラスは残りの半
年は実習生を受け入れないことになっている。
このローテーションは、指導する教員の負担を
考慮してのことだ。
実習生の受け入れにあたっては、小学校の教
員である実習コーデイネーターがさまざまな世
話をする。その主な仕事内容は、①実習生のコー
ディネイト、②大学との連携、③大学から訪れ
る教員とのコミュニケーションである。すなわ
ち小学校と学生、大学の聞の連絡・調整を図る
仕事である。教育実習のすべての仕事はコーデイ
ネーターによって行われる。毎年初めて実習生
が来ると、実習の内容や学校の規則などを説明
する。
実習生は大学から様々な課題をもってやって
来るが、小学校側からも課題を与える。それは
学校の教育方針や地域の状況など、学校の特色
に即した内容である。
実習生は一般的に、大学 1年生の場合は一週
間に一日小学校に来て実習を行うが、 4年生にな
り実践力も身についてくると、ほとんど教員と
同じ形で働くことができる。たとえばこの学校
への研修を希望してそのための試験にパスする
と、給料をもらいながら教員として働くことが
できる。それには週4日の勤務で5か月間働くか、
もしくは週5日の勤務で 10か月間働くかの二つ
の方法があるという。
しかし、そうした若い先生に対して、親から
心配だという声があがることはないかと尋ねて
みると、そのようなことは全くないという。学
校としても問題の多いクラスには配属しないと
いった配慮はするが、むしろ、経験は少なくて
も若くてやる気があり、新しいアイデイアをもっ
ているということで評価される場合がほとんど
だそうだ。
このように、 4年生の時にロッテルダムの学校
で教師と同じステイタスで働いた経験があれば、
ポストに空きがある場合、その学校に優先的に
採用されるという。そのため、実習でとてもよ
い印象をもった学生には、空きがなくてもぜひ
残ってほしいと思うこともあるそうだ。空きが
ない場合は他の学校に行かざるを得ないが、ロッ
テルダムのいずれの学校でも、そのような学生
はまず優先的に働くことができる。なぜなら、
採用の最終決定権は学校長がもっているからで
ある。
さらに人事について言えば、教員の異動はほ
とんどないという。かつて異動は教員間では好
ましいものではないと考えられていた。それは、
評価が低い教員が異動の対象になっていたから
である。 しかし、現在では多少の異動はょいと
考える教員も少なくない。様々な学校を経験す
ることは、自身のキャリアを磨く上でも悪いこ
とではないと思うようになってきたからである。
②コミュニティースクールとしての顔
この学校の特色の一つに、「芸術 ・文化」に対
してたいへん力を入れている点があげられる。
その理由には、親からの要望が多いことに加え、
近隣に美術館やシアターがあるといった地域の
特性がある。保護者の中には芸術関係の仕事に
就いている者も多い。現在はそのような方たち
の協力を得て様々な芸術活動に力を注いでいる
という。
このように、この学校は地域に根ざしたコミュ
ニティースクールとしても様々な活動を行って
いる。具体的には週2回、学校が終わった放課
後の 3時から 5時半までの問、 子どもたちは校
内に残って芸術に関する活動を行う。ところが
この活動には教職員は直接関わってはいない。
先述のように、父母や有志などの外部講師が主
催しているからである。「地域の活性化」という
名目で、年に5万ユーロほど市から援助金が出
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ており、講師への謝礼はそこから賄っている。
この学校の中にはコミュニティースクールの
活動をコーデイネイ卜する人がし、る。その方は
校内にいるが教員ではなし、給料も先の支援金
から支出しているという。
子どもたちの活動への参加は自由である。し
かし、年度はじめに配布するプログラムをみて、
子どもや両親が参加を申し出る形をと っている。
例年希望者が非常に多く、全員参加できるとい
うわけではない。その場合、申し込み}II質で参加
者を決めている。この学校には 480名の児童が
いるが、およそ 50%の児童がこのプログラムに
参加しているとし寸 。半数という 参加者は、人
数が限られているという理由にもよ るが、「参加
しないJI参加したことがない」という子も 100
名ほどいる。その理由のほとんどは、家が遠い
ためにすぐに帰らなければならない、あるいは
学校が終わった後に通う学童保育のお迎えに間
に合わないといった現実的なものである。
コミュニテイースクールの運営には二通りの
の方法があって、一つはこの学校が行っている
ように放課後に活動を設定し、子どもたちが自
由に参加できる方法。もう 一つは学校の活動の
中にこのような活動を組み込んで、義務という
形で行う方法である。ヘト・ラ ンジャ小では自
由参加という方法を選択している。また、市か
ら支援金をもらっている関係で、 学校内だけで
はなく地域にひらいた活動も積極的に行ってい
るという。具体的には、音楽、演劇、絵画、ヨ
ガ、バドミン トン、スケート といった活動であ
る。たとえば合唱団は大所帯で40名位の子ども
が参加しており 、終業式に歌ったり、ク リスマ
スには市の大きなコンサートホールで歌ったり
するという。一日の中で行われる活動は6グルー
プ程度で、 一つのグループに所属する子どもは
だいたい 12名程度である。
こうした活動の教育的効果をはっきりと測る
ことは難しいが、子どもたちの姿を毎日見てい
ると、確実にその効果を実感するという。芸術
的な才能を伸ばすことは人間全体としての才能
を伸ばす基礎になると考えているので、このこ
とは非常に喜ばしいことだと考えている。
しかし、親の中には理数系の活動をしてほし
いという方もいるのでは、と尋ねると、確かに
そうだという。文部省からくる監査などでも、
算数や国語ばかりを重視して、芸術関係は軽視
される傾向がある。それでもやろうと思ったの
は、 8年前にロッテルダム市から特別な援助がお
りたことがきっかけだという。援助の背景には、
「教育についていけない子がし、る」というオラン
ダ全体の大きな問題があった。学校は当然子と
もを育てるが、親や地域とのコミュニケーシ ョ
ンも子どもを育てる上でまた大切であり、それ
を目指したのがこのコミュニテ ィースク ールで
あったというのである。
最初のころはかなり反発もあったという。ま
ずはじめの反発はここで働く教員の中から起
こった。ただでさえ十亡しくて手いっぱいなのに、
その上さらに放課後まで仕事をしなければなら
ないというのはあまりにも負担が大きすぎると
いう声である。
現在、 学級担任は放課後の子どもたちの様子
をきちんと把握しているという。外部講師は午
前中に来校することから、子どもたちがどの活
動に参加し、どんな態度で臨んでいるかといっ
たことを、お茶を飲みながら情報交換できるの
である。
(3)校内参観の様子
インタビューの後、校内を参観させていただい
た。廊下は広く、壁や ドアの配色は明るくて華
やかである。低学年の教室の前には木製のブロ ッ
クや動物のフィギアがぎっしりつま ったコンテ
ナが置かれていた。これらを使って子どもたち
はどんな活動を行うのだろうか、と想像すると
わくわくしてくる。
廊下に面した教室は全面ガラス張りで開放感
がある。カードや人形を使った英語の授業、ま
た跳び箱や平均台、マ ットなどを組み合わせた
中で自由に遊ぶ低学年の体育の授業を参観させ
ていただいた。クラスの中にはさほどではない
が人種が異なる子どもたちが混在している様子
が見てとれた。どの学級の子どもたちも大変落
ちついており、先生の話に しっかりと耳を傾け
ながら授業を受けている様子が印象的であった。
2イ工ナプランのもとで協力して学び合う
(フリチョフナンセン小学校)
(1)イエナプランを採用する標準的な小学校
フリチョフナンセン小学校を訪問したのは冷
たい雨の日であった。しかし、 校門を入ると鮮
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やかな色遣いの校舎が目に飛び込んできて思わ
ずはっとさせられた。この学校はロッテルダム
郊外の緑豊かな地区に位置するイエナプラン教
育を採用する小学校である。訪問時、児童数は
225 名。学級数は 1~8 年生までで 11 クラス。
フルタイムの教職員は 16名。パートタイムを入
れると 24名。オラン夕、では標準的な規模の学校
である。
(2) インタビューより
学校長であるジェラルド・デュークマン
(Gerard Dijkman)氏に、イエナプランについて
のお話をうかがった。以下、氏のお話を内容ご
とにまとめて紹子「したい。
①大切にされる異年齢集団での学び
イエナプランには 20の基本理念があり、それ
がそのままこの学校の教育理念にもなっている。
オランダの学校はそれぞれの理念にしたがって
教育を行っているが、イエナプランを採用する
学校は、いずれもこの基本理念に基づいている
という。その中でもこの学校が最も大切にして
いるのは、「異年齢集団による学び」である。ク
ラスの中で年齢の違う子どもたちがお互いに助
け合い、協力し合って学び合うというスタイル
である。上級生は下級生の面倒をみることでリー
ダーシップを身につけ、自身の学びを確かなも
のにする。一方下級生は、目指すべき目標を日々
身近に感じながら安心して学校生活を送ること
ができる。イエナプランでもこの点をとても大
切にしている。
こうした学級の授業では、担任教師は時には
クラス全体に話をすることもあれば、一部の子
どもだけに指導するというケースも生じる。し
たがって、あるグループの子どもたちが教師に
教えてもらっている聞は、他のグループの子ど
もたちは自分たちで学習を進めなければならな
い。そんな子どもたちの基本的な学習は、個々
の毎日のタスクと、一週間のタスクに沿って進
められる。担任の教師が子どもたちの質問に直
接対応できない場合には、子どもたちはお互い
に助け合って問題を解決しなければならない。
オランダでは、小学校教育全体の最終日擦が定
められているが、加えてイエナプランでは「子
ども達同士が助け合う」ことを大きな目標とし
ている。
また、この学校では様々なプロジェクト学習
が行われている。それは、学校全体でひとつの
テーマを選び、そのテーマに基づいて l年生か
ら8年生まで全校をあげて活動に取り組むとい
うものだ。こうしたプロジェクトのテーマや、
先ほどの20の基本理念のうち、どの項目に重き
置くべきかといったことについては、子どもた
ちの実態に即しながら毎年教員間で協議の上、
決定するという。
②リズムを重視した学習の進め方
イエナプランの教育の基本は、リズムに沿っ
て教育を行うことである。先述のとおり、リズ
ムには毎日のリズムと一週間のリズムがある。
たとえば毎日のリズムは、①クラスで輪になっ
て話し合う、②学ぶ、③遊ぶ、④お祝い事があ
ればみんなでお祝いをする、という四つのエレ
メントから構成されている。子どもたちは、朝
学校に来るとまず初めに輪になって挨拶をする。
そこから一日が始まるのである。輪になって話
し合う際には、「子どもたちが何をテーマにする
のか」という点に最も注意を払うという。たと
えば「今日の日程」について話し合うとか「市
民としての責任」について話し合うなど様々な
ケースがあるが、いずれにしても子どもたちの
自発性をとても尊重している。
その後、算数、国語、社会などの学習に入っ
ていくわけであるが、一日の日程としては、そ
の他にもたとえば図画工作のように自分で選択
して活動できる時間など様々なバリエーション
がある。そして毎週金曜日に行われるのが 「お
祝い」とよばれる時間である。それは学校全体
で行うこともあれば、クラス単位で聞かれる場
「写真 1J 国語の授業
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合もある。内容としては、歌、演劇l、ダンスな
どで、子どもたちにとっては楽しいお祭りのよ
うな時間である。
(3)校内参観の様子
インタビューの後、校内を案内していただき
ながら先生方の授業を見学させていただいた。
以下、そのH寺の様子を紹介してみたい。
①国語の授業
8歳、 9歳、 10歳、すなわち 3年生と4年生の
混合クラスの子どもたちが、動詞、形容詞、名
前などの文j去を学んでいる。単に文をつくるだ
けではなく、それを実際に身体を使って動作化
してみるといった楽しい工夫がみられた(写真
1)。
②国語と歴史の合科授業
ここでは子どもたち一人ひとりがアルフア
ベットの一文字をもらい、それを使って古代ロー
マに関係のある単語を作っている。子どもたち
はコンビューターで検索したり 本を参考にした
りして、関連する言葉を探している。オランダ
語と歴史が合わさっ たような授業形態が新鮮で
ある。この学級も 3年生と 4年生の混合クラス
である。先生は 26歳と若い。「グループで学習
する」、「自分たちの力で探す」。これら双方のエ
レメントが一緒になっている点で、イエナプラ
ンの特色がよく出ている授業であった。
扉続きの|務の教室では、 一般のクラスにいる
と退屈してしまうような非常に優秀な子どもた
ちが、先の子どもたちとは異なる課題を与えら
れて学習 している。いわばハイタレントに対応
した授業である。
壁には立派な額縁に入った子どもの絵が並ぶ。
この絵は学校が希望者に有料で貸し出すものだ
そうだ。借りた者は自宅に飾ることができる。
そのことで多少なりとも 学校の収入になるし、
飾られる ことで子どもたちにと っても楽 しい思
い出ができるということであった。
③算数の授業
5・6年生のクラスを見学した。教室にはたく
さんのコンピュータ ーが設置しであり、教師が
一部の子ども達に説明している。向こうには各
自で分数の計算プリントを解 く子どもたちが見
える。まさにイエナプランならではの教室の風
景である。
④宗教の授業
43 
7年生と8年生が、教師からイスラム教につ
いての講義を受けている。イスラム教といえば、
ちょうど訪問H寺の前週にラマダンが明けたとこ
ろであった。この授業では世界の五つの宗教を
テーマにしている。有資格の教師がホワイトボー
ドの前で説明を行い、もう 一人の補助員が子ど
もに寄り 添ってアドバイスをしている。この補
助員は職業教育学校から来ており、 卒業すると
正式の補助教員になれるという。補助教員を目
指すコースがあるというのも興味深し、。
③昼休みの様子
昼前の l年生の教室を見学する。今日はこれ
で授業は終わりなので、一日の最後にみんなで
輸になって話 し合いをしている。玄関や廊下は
そんな子ども速を迎えに来た親でご、った返して
いる。このように低学年のほ とんどの子は家庭
に帰って昼食をとるが、高学年の子は家で食べ
る子、 学校に残って食べる子、それから学童保
育に行って食べる子など様々であるという c し
かし、いずれもまた 13時には学校に戻り 、午後
の授業を受けるということであった。
3.様々な特別なニーズに積極的に対応して
(オックスフォード聖エベス小学校)
(1)学習環境に恵まれた教会支援学校
聖エベス小学校はオックスフォードにある教
会支援学校である。近郊には博物館やアー トギャ
ラリーなどがあり、学習環境にも大変恵まれて
いる。学級数は 10クラス。5歳から 1歳までの
子どもたち 270名が学んでいるつ学級担任は 10
名。その他フルタイムで働く 4名の教員がいる ο
いずれのもみな非常に熱心な先生方である。
5、6年生担任の リトル (GawainLitle)先生
にお話を伺った。ここではそのお話をまとめな
がら紹介していきたい。
(2)学校組織について
聖エベス小学校はイギリスの典型的な学校で
ある。6歳から 7歳までの子どもを「キーステー
ジ1J、7-1歳までを「キーステージ2Jとし、
併設するレセプションクラスの 「ファウンデー
ションステージ」と合わせて大きく 三つにくく
り、教育を進めている。各学年には45人の子ど
もが在籍するが、 ークラスの人数を 30人前後に
おさえる理由から、半数のクラスは 1・2年、 3・
4年、 5・6年のような混成学級としている。さず:
? ?? ?
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級担任は二年交代制である。
イギリスでは 5歳から義務教育が始まるが、 3
歳から入学することも認められている。そのた
め、一部の学校では 3歳または4歳から子ども
を受け入れているが、 5歳以上でなければ受け入
れないという学校がほとんどである。しかし現
実には、学校は早い時期から子どもを受け入れ
るよう政府からプレッシャーがかけられている
という。
この学校は公立学校であるが、同時に教会の
支援も受けている。すなわち、経営主体は親、
地域、教会のそれぞれの代表者、そして自治体
である。イギリスのウエールズ地方では、こう
した教会支援学校に二つのタイプがある。一つ
は主に地方公共団体が資金を出している学校で、
もう一つは任意の寄付で運営されている学校で
ある。しかし、大多数の教会支援学校は後者で
あるという。
(3)高い学習評価
聖エベス小学校の特色の一つに、学習面での
外部評価が高いことがあげられる。オフステッ
ドの調査でも、トップ25に入るという。それは、
柔軟なカリキュラムを設定するなど、学校長が
創造的な仕事をしてきたからだとリトル先生は
言う。また、様々なプレッシャーに柔軟に対応
できる優れた教員に恵まれたことも幸いしたそ
うだ。たとえばこの学校では、子どもたちの「活
動」や「興味jの中に学びの最適の機会を見出
しており、当然カリキュラムもその考えに却し
て柔軟につくられている。また、この学校はあ
えて子どもたちの制服を定めないなど、校則も
緩やかである。そのことによって子どもたちが
主体的に社会性を育んだり、自己管理の場を学
ぶ機会をつくったりするような工夫が図られて
いるのである。
(4)スペシャルニーズへの積極的な対応
学校の地域周辺にはマイノリティーのコミュ
ニテイがあるが、聖エベス小学校ではそうした
家庭の子どもたちも積極的に受け入れている。
彼らが自信をもって社会生活を営むためには、
当然地域の人々が彼らの文化を認めることが大
切だが、彼ら自身もこの国の言語を習得する必
要がある。そうした家庭の子どもたちのために、
現在週に 2日、二人の教師に英語を教えに来て
もらっている。
またこの学校では、他にも様々に能力に差が
ある子どもたちが一緒に学んでいる。そのため
に、それぞれの子どもに適した学び方を提供で
きるよう努めている。中にはダウン症や発達障
害の子もいるが、目が見えない子や重い障害を
もった子は在籍していない。政府はインクルー
ジョンを進めることに積極的であるが、やはり
学校にとってそれは簡単なことではないそうだ。
まずは、マイノリティーの家庭の子どもたちと
コミュニケーションをとることが大切だとリト
ル先生は言う。オックスフォードにはこのよう
な子どもたちに対応するための高度な訓練を受
けた教師がいるが、彼らは近い将来この学校も
統合教育をすることになるだろうと言う。しか
し、ただ統合すればよいということではなく、
あくまで子ども個々の状況に即して考えるべき
問題であると、この学校ではとらえているそう
だ。
(5)教育についての考え方
学校の近隣には博物館や美術館があり、その
ほとんどは子どもにとって無料である。この学
校では子どもたちを歴史博物館に連れだし、そ
こで恐竜を前に科学の授業をするといったよう
に、恵まれた外部資源を活用した授業を積極的
に行っている。ある時などは、ローマ人が英国
を攻めた頃のことを学び、その当時の様子を劇
仕立てにしてオックスフォードの街をパレード
するといった大々的な活動も行ったそうだ。
子どもたちが抱く様々な興味はまさに空想的
である。そう考えたとき、学校もまた空想的な
場でなければいけないし、教師もまた同様に創
造的でなければならないとリトル先生は言う。
その点、この学校の先生はとても創造的である
と胸をはる。
博物館や美術館で本物を見て学ぶ機会は日本
にもあると紹介したところ、それは創造的な活
動ではないと言う。この学校ではそれを社会的
な活動とよぶそうだ。たとえば聖エベス小学校
では市民教育の授業で地域の病院に行くことが
あるそうだが、そこで子どもたちは危険な場面
に遭遇したときに自分をどう守るかを学ぶ。そ
れはまさに「生きるための技術」である。活動
が創造的であるためには、単に学校の外に何か
を見に行くということにとどまらず、そうした
リソースを、より身近なものとして活用してい
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く姿勢が大切である、というのである。
(6)実習の実際
次に教育実習についてお話を伺った。イギリ
スでは教員になるための方法がいくつかある。
最近ではなぜこんなに多くのプログラムがある
のかと思うほどであるが、その背景にはこの国
の深刻な教員不足があるのだという。すなわち
志願者をひきつけるためには、多様なコースを
用意する必要があるというのだ。
そのプログラムの一つに GT P (Graduate 
Teachers Programme)とよばれる学校ベースの
教員養成コースがある。このコースで学ほうと
いう学生は学位が必要である。一方、同じ学校
ベースであっても、 RT P (Registerd Teachers 
Programme)は学位がなくても始められる公認
プログラムである。しかし、どこの小学校で、も
こうした学校ベースの実習生を受け入れている
わけではない。実習の受け入れについては、そ
れぞれの小学校の裁量に委ねられているからで
ある。ちなみにこの学校では学校ベースの実習
は受け入れていないという。
実習生の実習先を決めたり、評価をしたりす
るのはメンターと大学のチューターである。実
習生は実習後、国語と数学の試験を受けるとと
もに、両指導者の授業観察を受けなければな
らない。そこで合格すると PD C (Pre-Dgree 
Certificate)を取得することができる。
教員養成のコースには大学ベースと学校ベー
スがあるが、いずれも一年で教員の資格を取得
することができる。大学ベースの教員養成は現
場の学校の支援を受け、学校ベースのそれは大
学の支援を受けて行われている。
(7)教育政策について
訪問時、イギリスではちょうど政権交代があっ
たばかりで、大きな政策転換があった。前ブラ
ウン政権は教育にたいへん力を入れており、こ
の10年の問、教育をめぐる状況はとてもよかっ
たという。学校も多くの物的、人的資源に恵ま
れ、創造的な活動が支持されていた。ところが
保守党のキャメロン政権に代わってから事態は
一変したという。それにともないオフステッド
の視察は、もっぱら国語や数学のテスト結果に
注意を払うようになったという。学校としては
創造的でありたいが、現実的には国語や数学の
成績が落ちて悪い評価をもらうのも困る。この
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ように今、学校はジレンマを抱えている。しかし、
聖エベス小学校にはしっかりとした哲学があり、
教師もみな創造的で、チャレンジ精神があるc
子どもたちのためにも、教師はしっかりと地に
足をつけて教育にあたる必要がある、とリトル
先生は主張する。
また最近、中学校の教員は修士号をもつべき
だという厳しい議論もある。おそらく近いうち
に小学校で、も同様の議論が起こるだろう。新政
府は教員資格を得る際の学位を引き上げると い
う見解を示している。ある人は子どもに対する
柔らかなコミュニケーション能力が必要だとい
うし、またある人は学問的な知識が必要だとい
う。しかしいずれにしてもバランスが大切であ
ると、聖エベス小学校の先生方は考えている。
(8)学校参観の様子
以上、リトル先生からは多様なパックグラウ
ンドをもった子を受けとめることに力を入れて
いるというお話をうかがったが、たしかに校内
には様々な国の文化を紹介する楽しい掲示物が
数多く掲示されていた。参観させていただいた
授業は、算数と詩のグループ学習である。学級
には確かに肌の色が違う子どもたちが相当数見
られた。しかし、どの学級もティーチングアシ
スタントが子どもたちをサポートしながら、落
ち着いた雰囲気の中で、授業が行われていた。
最後に、パートン (LizBurton)校長をはじ
め、数名の教員を交えた意見交換の機会を得た
が、教育に対する先生方の誠実さや、 一人ひと
りの子どもを大切にするポリシーが強く伝わっ
てきて感銘を受けた。
4.交流授業によって異文化理解をめざす
(ロングウ工ル・グリーン小学校)
(1)美しい環境の中で
ロングウェル・グリーン小学校の創立は 1963
年。パースとブリストルの聞の美しい田園地帯
に位置する広大な敷地には、見事な施設が建つ。
訪問時、児童数は 400人。乳児クラスから 6年
生まで各二クラスずつの計14学級である。ティー
チングアシスタントや調理員を含めた総スタッ
フ数は 54名。教員の年齢層は 25歳から 50歳代
までとバランスがとれている。
(2)価値ある活動を目指したカリキュラム
この学校では幅広い 6領域の柱をもとにカリ
?
?
?
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キュラムがつくられている。アーリーイヤーズ
財団に準拠したレセプションクラスでは、①コ
ミュニケーション・ 読み書き、 ②問題解決・ 推
理と計算、③世界に関する知識と理解、④個性・
社会性と感情の発達、 ⑤創造性の発達、⑥体の
発達と いった柱に。また、ナショナルカリキュ
ラムに基づいた小学生では、①国語・言語・コミュ
ニケーション、 ②算数、 ③科学的技術、 ④人文
科学、⑤芸術、 @保健といった柱よりカ リキユ
ラムが構成されている。なお、 価値ある感動的
な学習の創造に向け、具体的なプログラムは慎
重に計画され、 二年ごとに見直しが図られると
し、つ。
(3) Iビー・グレイト」を掲げて
この学校では、 「ビ ー ・グ レート J('Be 
GREAT' )という行動規範を作成し、子どもた
ちに示している。すなわち G (Great) :成長す
るためにいつでもベス トを尽くせ。R(Respect) 
一自分の身の周り の人や環境を敬え。E(Enjyoi) 
一幸せと健康のために学校生活を楽しもう。 T
(Togetherness)一人には丁寧に接し、仲良くし
よう、と いうことである。そしてこの規範のと
おり優れた行動ができた児童には、賞状を渡し
表彰している。たしかに校内のそこ ここにはそ
うした児童の顔写真入りの賞状が飾られており、
子どもたちの意識を高めようとする学校の並々
ならない熱意がうかがえた。
(4)数々のユニークな取り組み
ロングウェル ・グリー ン小学校では、家庭や
子どもをサポートする独自の取り組みを行って
いる。以下、その概要を紹介する。
①朝食クラブ
毎朝7時45分から子どもたちに朝食を出すと
いうユニークな試みである。親の仕事の都合な
どで朝早く学校に来なければならない子どもた
ちのために始められた。学校の許可を得た親は、
特に予約の必要もなく子どもを連れてくる こと
ができるという。代金はその都度クラブのスタッ
フに支払うシステムになっている。
②ピラミッドクラブ
3年生の子どもを対象と したプログラムであ
る。幼児クラスから小学校に進学する際、何ら
かの援助が必要な子どもたちに供されるサポー
トである。担任が親と連絡・相談の上、実施さ
れる。
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③課外活動
子どもたちの全人的な成長を目的と して、放
課後には様々な課外活動が行われている。たと
えば演劇、体操、フ ットボー ル、 ダンス、 テニ
スなどで、その活動は実に多彩である。
その他にも様々 な集会が盛んに催されている。
中には 「ケル ト人とローマ人の集会、家族大歓
迎!J、「パンク修理ワークショップ」などといっ
た、私たちからみると非常にユニークなものも
あって興味深い。
(5)異文化理解への取り組み
この学校では、ファウンデーションステージ
からフランス語の指導を行っている。基礎的な
語義やフ レーズの学習に始まり、 高学年まで継
続して積み上げ学習を行っている。かつては教
員養成プログラムの一環としてフランスの学生
を受け入れ、彼らにサポートしてもらったこと
もあったという。
また、こうした外国語学習のみならず、他に
も海外のパートナー学校との交流など、異文化
理解を目的としたカ リキュラムを通して、子ど
もたちを世界的な活動に参加させている。
たとえばこの学校では、ウガンダ、スペイン、
ポルトガル、チェコ、マルタなどにパートナー
の小学校をもっており、 各国の先生方を定期的
に招いて交流授業を行っているという。
(6)学校参観を通して
インタビ、ユーの後、シルベイ (DonM Sibley) 
校長が校内を案内してくださ ったので、そのと
きの様子を紹介する。
先にも述べたように、この学校の教育理念を
具f本化した「ビー ・グレイト」のキャンベーン
ポスターが校内の様々な場所に掲示されている。
加えてよい行動をとった子どもたちの賞状やコ
メン トなども美しく飾られている。また、シャ
ワールームやス トレッチャ一、 車椅子用のス ロー
プなど、障がいをもった子どもに対応するため
の設備が整っていることも目にとまる。
校内を回りながら、小学校低学年の算数の授
業と幼児クラスの自由遊びの授業を参観させて
いただいた。算数の授業は、 プロジェクターで
投影した学習用ソフトの問題を中心に行われて
いた。バラバラになった二桁の数のカードを小
さな数から順番に並べ直していくという内容で
あった。ゲ ムー感覚の楽しい授業で、どの子も
多核性社会の中の学校
生き生きと活動している様子がうかがえた。
一方の幼児クラスは様々な玩具を自由に組み
合わせ、模型づくりやごっこ遊びなど、思い思
いの遊びを楽しんでいた。 ークラスの人数が少
ないせいか、ゆったりと時間が流れている印象
をもった。豊かな色彩の壁面装飾、多様な玩具、
フレキシブルに移動可能な机や棚など、環境設
定に工夫が見られた。
最後に校庭を案内していただいたが、その広
さにはひ、っくり した。校庭へはそれぞれの教室
からすぐに出られるように設計されており、そ
こには各発達段階に即した遊具が設置されてい
た。触ったり音を出した りするなど、身体感覚
を十分に使って楽 しむ遊具などは大変参考に
なった。
5.多様なニーズに向けた教会学校の取り組み
(ケンティッシュタウン英国国教会小学校)
(1)子どもたちを支えることを使命として
ロンドンのケンティ ッシュタウンにある英国
国教会学校である。1815年に教区の子どもたち
を教育するために設立された。訪問時、管理職3
名、学級及び教科担任 15名、ティーチングアシ
スタント 24名。乳児クラスから 6年生までが学
んでいた。キリスト教の信条に基づき、多様な
文化や言語、信条をもっ家庭の子どもたちを今
なお積極的に受け入れている。
今日、学校は聖ベネッツ教会の教区と強いつ
ながりをもっているが、こうした教会と学校と
の関係は、英国国教会派の人々によって連綿と
保たれている。たとえば施設の修繕などの学校
管理は教会によって行われ、週末の学校集会等
も、教区の人々の参加、協力のもとに開催され
るとし追う。
宗教やパックグラウンド、文化などに関わり
なく地域の人々の役に立つこと。また、教会学
校として、キリスト教を信仰するしないに関わ
らず全ての子どもたちを支えること。これらを
学校の使命とし、 日々の教育活動にあたってい
るという。
(2)多感覚教育を重視したカリキュラム
他校同様、ナーサリーとレセプションクラス
はアーリー イヤーズ財団のカリキュラムに。ま
た1-6年生はナショナルカリキュラムにそれ
ぞれ準拠し、カリキュラムが編成されている。
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特徴的なのは、ナーサリーではお話やアートに
関わる遊び活動を大変重視しており、そのため
の玩具や教材を工夫している点である。また、
各クラスにはパイリンガルアシスタントがおり、
他文化圏の子どもや親に対応できるように細や
かな配慮や工夫がなされている。
小学生では国語、算数、歴史といった基本的
な科目に加えて、個人と社会 ・健康、市民、外
国語といった科目が用意され、性教育や人間関
係については市民教育の中で扱われている。
学習の進め方と しては、「多感覚教育」を重視
する。これは学習のあらゆる場面で視覚的、聴
覚的、運動感覚的な学びを大切にしようとする
ものである。具体的には「調査と問題解決」、 「探
究と発見」、 「柔軟な学習形態J(グルー プ・ベア・
個人 ・クラス)、「デイベート・ロールプレイ・
口頭発表」、「デザイン ・工作」、「体育」、「マル
チメディアJ、「質疑応答jといった教育方法の
柱を設定し、それに沿う形で実際の学習活動が
展開されているのである。
同様の理由から、「トピック・ベースド・アプロー
チ」とよばれる、子どもたちの身近な問題から
出発して、様々な教科領域を行き来しながら学
ぶスタイルも積極的に取り入れているという。
(3)マイノ リティーへの対応
校区には多くのマイノ リティーが在住するが、
先に述べたように学校は彼らを支えることを大
きな目標のーっとしている。言語に対するニー
ズのあるなしに関わらず、学校は子どもたちが
潜在的な不利益を被ることのないよう英語教育
に力を入れているのである。
英語教育の必要がある子どもは、EAL(Englishi 
as an Additional Language)チルドレンとして
知られるが、彼らは毎年、地方委員会の立会の
もと、 EMA(Ethnic Minority Achivement)の
教師によって学習状況を評価される という。
ところでこの学校では、全ての EMAおよび
EAL児童は、 他の子どもと混ざって学ぶ体勢を
とっている。それぞれの学級では、性や人種、
言語、文化、民族などの違いに関わらず交流で
きるような指導が工夫されている。たとえばジャ
イル(]ahnara J ail)先生はキーステージ 1のア
シスタント・ティ ーチャーであるが、彼女は授
業中、学級担任と並んでキーワー ドを翻訳する。
それによって、子どもたちの考えを引き出した
??
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り、授業への参加をサポートしたりするのであ
る。EMAスタッフは、この他にも両親とコミュ
ニケーションをとることで親睦を図ったり、学
校についての情報を伝えたりするなど、細やか
なサポートを行っている。
(4) インクルージョンへの取り組み
訪問時、学校には6人の身体的な障がし、をもっ
た児童が在籍しているとうかがったが、彼らは
みなごく自然に学級に溶け込み、見分けがつか
ないほどであった。このように、ここでは健常
児と障がいのある児童とを一緒に学ばせるスタ
イルをとても大切にしている。学校はインクルー
ジョンの指定校として地方教育局から特別な資
金を受けているということであった。
ところで何らかの障がいをもっ子は、仲間と
一緒に授業を受けているときでも、治療や個別
の教育のために学級を離れることができるそう
だ。こうした個々のニーズに即したプログラム
を作成するのが、主にインクルージョンマネー
ジャーと呼ばれる人たちである。親や学校のス
タッフはそのプログラムにそって子どもたちを
個々にサポートするという仕組みが確立してい
る。また、学校のスタッフ以外にも、たとえば
外部機関と連絡をとって、適切な支援を受ける
ということも可能であるという。
さらにこのようなインクルージョン政策の一
環として、この学校では、人種、性、学級、障
がいなどによる機会不均等が生じないよう配慮
していた。たとえば円、じめボックス」、「意見箱」
といったものを校内に設置して、常に監視を行っ
ているということであった。
(5)スペシャルニーズへの対応
前述のように、身体の障がいを含め、特別な
支援が必要であると認められた子どもに対して
は、学級担任やインクルージョンマネージャー
によって個別の学習プランが作成される。そし
て、定められた目標への到達状況が、 学級担任
やSE N (Special Education Needs)チームに
よって定期的にチェックされる。
一対一、もしくはベアによるサポートを受け
ていた子どもたちに対しては、その他、追加で
プログラムが用意されている。たとえば、「ボラ
ンテイアによる読み聞かせ」ゃ 「放課後の読書
と宿題クラブ」、「読み書き能力と算数促進クラ
ス」などで、提供されるサポートは実に多彩で
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ある。
(6)学校参観を通して
最後にヤコブソン (Grant]acobson)教頭に
校内を案内していただいた。短時間ではあった
が、子どもの生活がよく見える学校だな、とい
う感想をもった。それぞれの教室には子どもた
ちの楽しい作品が展示されている。またグラウ
ンドの壁には同じく子どもたちの手による大き
な絵が一面に描かれており、活動的で明るい雰
囲気づくりに一役買っていた。いずれも大人の
手が入っていない分、素のままの子どもの息吹
が感じられる。
裏を回って中庭に行くと、そこには各学年に
応じた遊具や施設が設置されていた。 巨大な落
書き 黒板や様々な遊びに利用できそうなおも
ちゃの小屋、各種ブロックなど、見ているだけ
でこちらもワクワクする。お世辞にも整理整頓
されているというわけではなかったが、その分、
子どもたちが思い切り自由に活動する姿がイ
メージできた。
ここはロンドンのごく一般的な小学校で、子
どもたちの家庭も決して豊かではないという。
「教会のサポートや地域住民からの寄付で、こ
のような教育環境を整えることができるのです」
というヤコブソン先生のお話が印象的で、あった。
おわりに
以上、インタビューのまとめを中心に、各校
の取り組みを報告した。みてきたように、いず
れの小学校も様々な困難を抱えつつも、文化や
言語の違い、あるいは心身の障がし、のあるなし
に関わらず、すべての子どもたちが共に学べる
道を模索していた。たとえばアシスタント教員
の配置や語学の補習授業といった具体的な手立
てについては、オランダではその多くを公的資
金で担保される 2Iが、イギリスでは 「階層化を
進める新自由主義政策的側面と、底辺階層を底
上げする福祉政策的側面とが平行して進んでい
る31J状態であるという。当然それぞれの教育
政策は異なるだろう。しかしインタビューを通
して、その政策を支えているものの共通項には、
地域や保護者らの「学校への眼差し」があるよ
うに思われた。その是非については様々な見解
があるようだが、たとえば両国には保護者らが
参加可能なガパナー制度が存在する。
多様性社会の中の学校 49 
教員、親、地域が協同でつくる学校、という
意識が多様性を認め、受けとめる文化の形成に
少なからず関わっているように思われる。グロー
パル化を見据えた我が国の学校教育を考えるヒ
ントも このあたりにあるように思われる。
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